平成３０年度　学校評価　児童・保護者アンケート結果と対応　＜質問項目別＞
	項目
	・上の枠は質問内容（保護者へ、児童へ）　・下の枠の｢○｣は、結果　｢☆｣が、その対応など

	１　
	学校は、地域の自然・文化・産業や人材を活用した学習に積極的に取り組み、地域の良さを伝えている。（保護者）
地域のことを調べたり、地域の人に教えてもらったりする勉強をしている。（児童）

	
	○　「思う」「やや思う」を合わせた割合は、保護者が９５％である。前年度と比較すると、児童の「思う」「やや思う」の割合が、１５％減少している。
☆　今後も積極的に地域人材を活用した授業を積極的に取り入れ、地域のよさを児童が実感できるような授業を展開していくことにします。

	２
	お子さんは、学年に応じた時間（1・2年30～50分、3・4年50～70分、5・6年70～90分）家庭学習を行っている。（保護者）
毎日、忘れずに宿題をし、1・2年30～40分、３・４年50～70分、5・6年70～90分、家で勉強している。（児童）

	
	○　児童・保護者の「思う」「やや思う」を合わせた割合は、それぞれ前年度とほぼ同様の値である。
☆　家庭での学習習慣が定着してきています。今後も家庭と連携し、実態に応じた柔軟な宿題の量と質を確保し、学習した内容が定着するようにしていきたいと思います。

	３
	学校は、指導方法（ＩＣＴ活用や話合い活動「学びあい学習」）を工夫し、一人一人に応じた家庭学習を行い、学力の向上に努めている。（保護者）
勉強でパソコンや電子黒板を使ったり、わからないことを友達に聞いたり、わかることを友達に教えたりしている。（児童）

	
	○　「思う」「やや思う」を合わせた割合は、児童・保護者とも８０％以上である。「思う」の割合は、保護者が児童より３５％ほど低くなっている。前年度と比較すると、保護者の「思う」「やや思う」の割合が、５％増加している。
☆　「学びあい学習」が定着し、前年度と同様児童の肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は高くなっています。今後も、発達段階に応じた効果的な授業改善に努めてまいります。

	４
	お子さんは、楽しく学校に通っている。（保護者）
学校に来るのが楽しい。（児童）

	
	○　保護者の「思う」「やや思う」を合わせた割合は、９５％以上である。「思う」の割合は、保護者が児童より約２０％低くなっている。
☆　これからも授業改善を行い、児童が学校に来るのが楽しいと感じるよう、「わかる授業」「支え合う仲間づくり」「健やかな体つくり」に努めたいと思います。

	５
	お子さんは、学校で決められた役割（係や当番活動）や仕事を進んでしている。（保護者）
係活動や委員会活動、当番活動、掃除をいっしょうけんめいしている。（児童）

	
	○　「思う」「やや思う」を合わせた割合は、児童、保護者とも８０％以上である。今年度の保護者の「思う」の割合が、児童より約１５％高くなっている。
☆　係や当番活動、清掃等は、人に役立つことを実感できる時間であるため、やり遂げた児童を称揚し、一層の充実を図っていきます。

	６
	お子さんは、人を思いやったり、美しいものに心を動かされたりするなど心豊かに育っている。（保護者）
人に優しくしたり、美しいものに心を動かされたりすることがある。（児童）　

	
	○　前年度同様、保護者は良い結果である。児童の「やや思う」の割合が、保護者よりも約１５％低くなっている。
☆　今後とも心に響く体験活動を通して、美しいものや素晴らしいことに心を動かされるよう児童の情操を高めていきます。

	７
	お子さんは、学年や異年齢集団活動（縦割り班活動）を通じて、友達と仲よくしようとする態度が身についている。（保護者）
学級や縦割り班活動で、友達となかよく生活している。（児童）

	
	○　前年度同様、保護者は良い結果である。「思う」の割合は、保護者が児童より約２０％低くなっている。前年度よりも「思う」の割合の差は、１０％縮まっている。
☆　今後も異年齢集団での遊び等、家庭・地域における活動がより広がるよう外遊びや運動の働きかけを継続していくことにします。

	８
	お子さんは、あいさつや場に応じた言葉づかいが身についている。（保護者）
あいさつや場・人に応じた言葉遣いをしている（児童）

	
	○　前年度より、児童の肯定的な割合（「思う」「やや思う」）が１０％低くなっている。保護者は、前年度と同様の傾向にある。
☆　家庭・地域における挨拶や場や人に応じた言葉遣いができるよう、機会をとらえて指導をしていきます。

	９
	お子さんは、積極的に外遊びをしている。（保護者）
ＮＳＣなどの体力つくりに進んで取り組んでいる。（児童）

	
	○　「思う」の割合は、保護者が児童より２０％ほど低くなっている。児童、保護者とも前年度とほぼ同じ割合である。
☆　今後、家庭・地域における体力つくりが一層向上するよう継続して働きかけを行っていきます。

	10
	歯・口の健康をはじめとする健康教育は、お子さんの身についている。（保護者）

歯・口や体の健康のことを考え、歯みがきなどをきちんとしている。（児童）

	
	○　「思う」の割合は、保護者が児童より３０％ほど低くなっているが、前年度と比較すると、差が
２０％縮まっている。
☆　家庭への啓発により、保護者の肯定的な割合が増加しています。中川小の伝統的な取組として家庭と連携して、継続して取り組んでまいります。

	11
	学校は、登下校や変災時の避難訓練等、児童の安全確保に積極的に取り組んでいる。（保護者）
火事や地震、事故などがあった時、どうすればよいかがわかり、避難訓練を熱心にした。（児童）

	
	○　児童・保護者とも肯定的な割合（「思う」「やや思う」）が９５％以上と非常に高い。
☆　今年度同様、次年度も月１回程度避難訓練を実施し、防災意識を高めるとともにいざという時に自分の命を守る行動をとることができるようにしたいと思います。

	12
	教職員と保護者には、協力し合ってお子さんを育てようとする関係ができている。（保護者）

先生を信頼し学校生活を送り、家族と学校の話をよくする。（児童）

	
	○　保護者・児童ともほとんど前年度と同様、肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は、８０％以上である。児童の肯定的な割合が５％増加した。

☆　保護者と学校が連絡を取り合ったり、ＰＴＡ活動の改善等を行ったりするなど、今後も学校と保護者が共通の課題意識を持って児童の健全育成に取り組みます。

	13
	ＰＴＡ活動は、児童の健全な成長と会員の親睦を図るものとなっている。（保護者）

学級ＰＴＡ（親子活動など）や学団ＰＴＡ（子ども会行事など）の活動は楽しい。（児童）

	
	○　児童、保護者とも、肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は、７５％以上である。「思う」の割合が、児童と保護者では４５％以上差がある。
☆　保護者の達成感が向上するよう、ＰＴＡ活動の改善を行い、児童の健全な成長と会員の親睦を図っ
ていくようにしたいと思います。

	14
	学校行事の内容や回数は、子どもにとって適切である。（保護者）

学校の行事は楽しく、回数もよい。（児童）

	
	○　肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は、児童、保護者とも８０％以上である。「思う」の割合は、児童、保護者とも前年度より約１０％減少した。
☆　各行事を通して児童に身に付けさせたい力を明確にしつつ、児童に有意義な活動を精査し、地域と連携して実施していくようにしたいと思います。

	15
	学校は、積極的に学校の様子を公開し、開かれた学校づくりに努力している。（保護者）

学校だよりや学級だよりなどお知らせのプリントはきちんと家の人に見せている。（児童）

	
	○　保護者・児童とも前年度と同様、肯定的な割合（「思う」「やや思う」）が９０％以上と良い結果である。
☆　毎日の学校ホームページの更新、学校だよりの発行、参観日等を通じて、今後とも開かれた学校づくりに努めていきます。

	16
	お子さんは、該当学年の学習内容が身についている。（保護者）
この学年で勉強していることがわかっている。（児童）

	
	○　「思う」「やや思う」を合わせた割合は、児童・保護者とも８５％以上である。「思う」の割合は、児童が保護者より２０％以上ほど高くなっている。前年度と比較すると、児童の「思う」の割合が５％増加している。
☆　保護者、児童ともほとんど良い結果です。学年のまとめなど、３学期も各学年の学習内容の定着に努めたいと思います。

	17
	お子さんは、教職員からの体罰を訴えることなく生活している。（保護者）

先生からたたいたり、けったりされないで生活している。（児童）

	
	○　児童、保護者とも、昨年度同様ほとんど良い結果である。
☆　今後も体罰を絶対に行わない体制づくり、教職員への指導を徹底していきます。

	18
	ＮＳＣの活動（回数、時間）は、子どもたちにとって適切である。（保護者）
ＮＳＣの活動の回数や活動は、ちょうどよい。（児童）　　

	
	○　保護者の肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は８５％以上ですが、今年度初めて調査した児童の肯定的な割合（「思う」「やや思う」）は約７０％と１５％の差があります。
☆　今後は、児童の負担を考えて無理のないＮＳＣ活動を実施していくように改善していきます。


